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近年観測された積雪中ブラックカーボン濃度と起こりうる積雪粒径変化がアルベド
を低下させる効果
Effects of BC concentration recently measured in snowpack and possible change of snow
grain size on albedo reduction
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北極域では最近急激な雪氷の融解が起こっており、その融解速度は一般に多くの大気大循環モデル（GCM）の予想よ
りも早い。その原因の一つの可能性は雪氷に含まれるブラックカーボン（BC）によるアルベド低下である。しかし、積
雪のアルベドは BCのような光吸収性積雪不純物だけでなく、積雪粒径にも強く依存している。その積雪粒径増加は気温
の上昇に関係している。さらに、単位積雪不純物濃度当たりのアルベド低下率は積雪粒径に依存している。一方、1980
年代以降、北極域、中緯度、南極の積雪及び氷床コア中の BC濃度測定に多くの努力が注がれてきた。それらの結果を
用いて、各地における BC濃度をおおよそ以下の通り分類することができる。すなわち、南極では 1 ppbw前後、グリー
ンランドでは 1 ppbwのオーダー、グリーンランドを除く北極域では 10 ppbwのオーダー、中緯度では 100 ppbwのオー
ダーである。我々はこれらの値から積雪アルベド物理モデルを用いて、積雪の BCによるアルベド低下量と新雪から融解
時までの起こりうる積雪粒径変化に伴うアルベド低下量を見積もった。その結果、（1）南極では BCはアルベド低下に
効果を持たない、（2）グリーンランドでのアルベド低下量は 0.01以下である、（3）グリーンランドを除く北極域では、
アルベド低下に対する BC効果（0.01-0.05）は粒径増加効果（0.15）よりも小さいが、粒径が増加したときのアルベド低
下量を増幅させる、（4）中緯度では BC効果（0.15）は粒径増加効果と同程度である、ということが分かった。より精度
の高い雪氷圏気候予測のためには、BCのような光吸収性積雪不純物と気温の上昇に伴う積雪粒径増加というアルベド低
下に関係する 2つの効果を GCMに組み込む必要がある。
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